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Great Little Town ASHIYA
「広報あしや」は、毎月１日と15日に新聞折り込みで各ご家庭に配布しています。

12月1日号2003年
（平成15年）

山芦屋交番の山側にある参道標識を起点とし、東へ。灯ろう東側の坂道を経て、芦屋神社までの道。 芦屋神社道(全長0.49km)

人口と面積＜平成15年11月１日人口＞■住民基本台帳＋外国人登録　総数91,269／男42,291／女48,978／世帯数39,823■推計人口　総数89,461／男41,277／女48,184／世帯数37,503　＜面積＞18.57㎞2

「
そ
の
油
断 

火
か
ら
炎
へ 

災
い
へ
」

  

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
お
こ
り

や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
暖
房

器
具
な
ど
、
火
気
を
使
用
す
る
機
会

も
多
く
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
で
火
災
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
、

火
の
扱
い
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
十

分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
◆
重
点
目
標
◆

　
①
外
出
時
に
は
戸
締
り
を
し
、
家
の
回
り
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を

　
　
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
②
ご
み
は
、
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
③
家
の
回
り
を
、
な
る
べ
く
明
る
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ　道路課　138-2063

　
　
　

12
月
１
日
〜
31
日

　市民の皆さんのご協力で美しくなった市役所北
広場花壇の花を、春の花に植え替えます。
　お手伝いいただけるかたを募集します。
日　時　12月20日(土)午後１時～３時
　　　　※雨天の場合は、21日(日)に順延します
会　場　市役所北広場花壇
申し込み　電話で12月12日(金)までに下記へ
　　　　　※花苗は管財課で用意します

問い合わせ　管財課　138-2013

「放火を防ぎましょう」

「火災から人命を守ろう」
市役所北広場花壇を

春の花に植え替えませんか

　
今
年
も
「
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
が
、
県
下
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
市
内
に
お
け
る
交
通
事
故

の
発
生
件
数
は
、
昨
年
と
同
程
度
で
す
。
年
末
は
、
師
走

の
気
ぜ
わ
し
さ
や
帰
省
、
旅
行
、
買
い
物
等
に
伴
う
交
通

量
の
増
加
に
加
え
、
夕
暮
れ
ど
き
か
ら
夜
間
に
か
け
て
の

交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
人
ひ
と
り

が
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
、
交

通
事
故
防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
重
点
】

　
◆
夕
暮
れ
ど
き
・
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

　
◆
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
◆
飲
酒
運
転
・
速
度
超
過
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

年末の
交通事故防止運動

12月１日～31日

　
　
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
警
防
課
　
1
#2
２
３
４
５

年
末
特
別
火
災
警
戒
を
実
施
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※芦屋市の行政改革に関する情報は、市役所北館１階・行政情報コーナー
　および市ホームページでもご覧になれます。

ホームページ　http://www.city.ashiya.hyogo.jp/

芦屋市都市計画マスタープラン策定のための

「市民委員」さんを募集します

　市では都市計画マスタープランの策定を予定しています。この計画はおおむね20年後の都市の
将来像を展望しつつ、10年後の芦屋市の具体的なまちづくり方針を策定するものです。
　市民の皆さんのご意見を計画に反映するため、「市民委員」を次のとおり募集します。
◇募集期間　12月1日～15日《当日消印有効》
◇募集人数　３人以内
◇募集資格　18歳以上(平成15年３月31日現在)の市民のかた
◇活動期間　平成16年２月～10月末(予定)まで(月２～３回開催。平日の夜間、土曜・日曜日に
　　　　　　１回２～３時間程度)詳細は幹事会で取り決めます。
◇申し込み　「将来(おおむね20年後)の芦屋のまちづくり」に関する作文(800字以内)を添えて、
　　　　　　郵送・ファクス等で下記へ(応募用紙は、都市計画課または下記ホームページで)
◇その他　応募の作品により、本市の行政に参画する熱意や「まちづくり」に関する創造性等に
　　　　　ついて審査します。結果は本人あてに通知します。
　　　　　報酬はありません。市内でバス・電車を利用されるかたに限り､交通費を支給します。

問い合わせ　都市計画課　138-2073　FAX38-2164(〒659-8501 精道町7-6)
http://www.city.ashiya.hyogo.jp/machidukuri/tosimasu-mokuji.html

奥池・奥山地区の建築形態規制について
　現在、市街化調整区域で『用途地域』の指定のない奥池・奥山地区については、「自然公園
法」や「風致地区条例」等の規制があり、自然に恵まれた環境で良好な住宅地として土地利用が
なされています。これらの規制は従来どおりで変更はありませんが「都市計画法」および「建築
基準法」の一部を改正する法律が施行され、市街化調整区域においては容積率・建ぺい率・斜線
制限などの建築形態規制の数値を特定行政庁(芦屋市)が都市計画審議会の議を経て定めることが
義務付けられました。
　地域における自然的環境の維持や景観の保護のため、それぞれの土地利用実態や地域の皆さん
のご意見を参考にしながら、新たな建築形態規制の数値を平成16年５月17日までに定める手続き
を進めております。
　「建築基準法」の改正による新たな規制を設けましても、他法令による規制がある区域は当然
それらの厳しい法の制限内容が適用されますが、貴重な緑のある空間を保全しようとする法改正
の趣旨をご理解いただき、円滑な指定に向け皆さんのご協力をお願いします。

問い合わせ　建築指導課　138-2114

◆◆◆　海浜公園プール各種教室受講生募集　◆◆◆
寒い時こそ身体を動かし、健康・体力づくりをしましょう

　■いきいき教室(水なれ～４泳法)　
　　　　　　　　①水・金曜日、午後１時～２時30分　②一般・各30人　③10,000円
　■すくすく教室(水なれ～クロール)　①水･金曜日､午後３時～４時30分と木曜日､午後３時30分～５時　
　　　　　　　　②４歳～就学前の幼児・各35人　③各7,000円
　■のびのび教室(水なれ～クロール・背泳ぎ)
　　　　　　　　①水・金曜日、午後４時30分～６時　②小学生・各40人　③7,000円
　■シルバー健康体操教室(床上での基礎体力作り)
　　　　　　　　①水曜日、午後１時30分～２時45分　②60歳以上・16人　③10,000円
　■腰痛予防教室(柔軟体操および水中運動)
　　　　　　　　①土曜日、午後１時～２時30分　②20歳以上・16人　③10,000円
　　　  海浜公園プール、体育館・青少年センター、市役所受付、ラポルテ市民サービスコーナー、　
　　　  市立体育館・青少年センター、市民センターにある指定はがきに必要事項を記入し、12月
　　　  14日(日)＜必着＞で下記へ。※応募多数の場合は、市民優先の上、抽選により決定

問い合わせ　海浜公園プール　122-8861(浜風町30-1)

　
保
育
所
は
、
両
親
の
就
労
な
ど
で

日
中
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
児
童
を
保
育
し
て
い
ま
す
。
　

　
来
年
四
月
一
日
か
ら
の
入
所
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
平
成
十
六

年
一
月
六
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

に
、
児
童
課(

南
館
一
階
⑪
番
窓
口)

へ
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
育

所
で
は
、
下
表

の
よ
う
な
園
庭

開
放
や
地
域
の

子
育
て
支
援
事

業
、
相
談
事
業

な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
家
庭
で
子
育

て
を
さ
れ
て
い

る
か
た
も
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
平
成
16
年
度
保
育
所
入
所
の

　
　
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

◆
行
政
改
革
　
平
成
14
年
度
実
績
の
概
要
◆

目
標
額
を
１
億
９，
９
６
９
万
円
上
回
り
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
　
行
政
改
革
推
進
室
　
1
#8
２
０
０
５

　
平
成
十
四
年
八
月
に
策
定
し
た
「
行
政

改
革
実
施
計
画
」
に
つ
い
て
、
平
成
十
四

年
度
の
実
績
報
告
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主
な
改
善
項
目

　
改
革
項
目
に
つ
い
て
は
、
行
政
改
革
大

綱
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
「
柔
軟
で
ス
リ

ム
な
行
政
シ
ス
テ
ム
」
「
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
行
政
シ
ス
テ
ム
」
「
主
体
性
を
発

揮
で
き
る
行
政
シ
ス
テ
ム
」
の
三
点
を
中

心
に
策
定
し
、
実
施
し
た
も
の
で
す
。

◇
事
務
事
業
の
見
直
し
…
経
常
経
費
の
節

　
減
を
図
り
ま
し
た
。

◇
投
資
的
事
業
の
見
直
し
…
事
業
費
の
節

　
減
を
図
り
ま
し
た
。

◇
補
助
金
・
委
託
料
の
見
直
し
…
団
体
補

　
助
金
を
見
直
し
、
公
社
・
財
団
等
へ
の

　
委
託
業
務
の
内
容
を
再
検
討
し
、
経
費

　
の
節
減
を
図
り
ま
し
た
。

◇
公
有
財
産
の
有
効
活
用
…
処
分
可
能
な

　
市
有
地
を
、
公
募
に
よ
り
売
却
し
ま
し

　
た
。

◇
職
員
定
数
の
見
直
し
…
普
通
会
計
ベ
ー

　
ス
で
、
七
人
を
減
員
し
ま
し
た
。
平
成

　
十
五
年
四
月
の
事
務
職
・
技
術
職
員
の

　
新
規
採
用
を
実
施
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

◇
給
与
水
準
の
抑
制
…
課
長
級
以
上
職
員

　
の
管
理
職
手
当
等
を
減
額
し
て
い
ま
す
。

◇
特
別
職
等
の
給
与
等
の
削
減
…
市
長
・

　
助
役
・
収
入
役
・
教
育
長
の
給
与
等
を

　
減
額
し
て
い
ま
す
。

◇
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
…
保
育
所

　
保
育
料
、
建
築
基
準
法
関
係
手
数
料
、

　
下
水
道
使
用
料
を
見
直
し
ま
し
た
。

効率的な事務事業の推進
適正な定員管理
適正な給与制度
公営企業の経営健全化の推進
職員の意識高揚と人材の育成
総合行政・政策志向型の組織づくり
その他

　合　　　　　計

33
  2
  4
  2
  4
  4
23

72

目標額
1,190,869

0
232,643

〔28,951〕
0
0

－

1,423,512

実績額
1,410,384
109,692
108,239

〔321,129〕
△884

△4,226
－

1,623,205

収支改善額(単位：千円)項　目　名 項目数

　
前
記
の
八
項
目
を

実
施
し
た
こ
と
に
よ

り
、
平
成
十
四
年
度

の
目
標
額
十
四
億
二

千
三
百
五
十
一
万
円

に
対
し
て
、
実
績
額

十
六
億
二
千
三
百
二

十
万
円
で
、
目
標
額

を
一
億
九
千
九
百
六
十
九
万
円

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

(

下
表
参
照)

　
こ
の
成
果
を
、
財
政
再
建
団

体
転
落
回
避
の
た
め
の
第
一
歩

と
し
、
平
成
十
五
年
度
以
降
も

引
き
続
き
、
徹
底
し
た
内
部
努

力
や
積
極
的
な
財
源
確
保
、
ま

た
施
策
・
行
政
水
準
の
見
直
し
等
、

一
層
の
改
革
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【水泳教室】

目標額と実績額

　平成16年度には、本市においても「次世代育成支援対策推進
法」に基づいて具体的な行動計画を策定します。
　それに先立ち、市民のかたで子育て中のご家庭の中から無作
為で1,500世帯を選び、12月10日(水)までにアンケートを送付さ
せていただきます｡
　皆さんのお手元に調査書が届きましたら、ご協力くださいま
すよう、よろしくお願いします｡

▼▲▼子育て支援に関する▲▼▲
アンケート調査にご協力ください

問い合わせ　児童課　138-2045

　①日時　②対象　③会費

平成16年１月～３月(週１回・全10回コース)　※年齢は平成15年４月１日現在

申
し
込
み

〔　〕は企業会計

問い合わせ　児童課　138-2045

園庭で地域のお子さんと保育所の子ども
がいっしょに遊ぶ日を設けています。(週
１回または隔週・雨天中止) 子育て・食事
などの相談も受け付けています。
月から金曜日の午前９時から午後５時

年に数回。時期・申し込み方法等の詳細
は事前に「広報あしや」に掲載します。

園庭開放

電話相談
子育て広場
体験保育
育児教室

問い合わせ　児童課　138-2045

子育てア・ラ・カ・ル・ト�
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水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

 夜間（17：00～9：00）水道修理工事当番表【12月】

問い合わせ　水道部工務課維持担当　138-2083

●平日の昼間は水道部へ
　お尋ねください。
●土曜日・日曜日・祝日
　は市役所(131-2121)
　へお尋ねください。
●夜間の修理は右の業者
　が待機しています。

前忠工業（株）

中央水道工務所

原田商会

越智商会

(有）大阪商会

西岡設備工業所

(資）神明商会

31-8548

22-3552

22-0706

22-3708

32-6302

22-6900

22-3565

店　名 TEL 当番日

１、７、13、19、25、31

２、15、21、27

３、９、22、28

４、10、16、29

５、11、17、23

６、14、18、24、30

８、12、20、26

元気になるメッセージ�

人�芦�屋�の�

よ
り
よ
い
芦
屋
に

木
口
　
衞

　
私
が
神
戸
市
か
ら
芦
屋
市
大
原
町
に
転

居
し
て
き
た
の
は
、
昭
和
三
十
五
年
の
こ

と
で
し
た
。

　
四
十
年
前
の
芦
屋
は
、
田
植
え
の
季
節

と
も
な
れ
ば
裏
の
水
田
か
ら
は
蛙
の
鳴
き

声
が
湧
き
起
こ
る
よ
う
な
鄙
び
た
一
面
を

残
し
つ
つ
も
「
西
の
芦
屋
・
東
の
鎌
倉
」

め
い
び

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
風
光
明
媚
で
住
み
良

い
ま
ち
で
し
た
。

　
時
の
経
過
と
と
も
に
ま
ち
の
様
子
も

ず
い
ぶ
ん
都
市
化
し
ま
し
た
が
、
私
の

芦
屋
へ
の
愛
着
は
八
十
歳
に
な
っ
た
今

日
で
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
毎
朝
の
散

歩
の
た
び
に
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
感

謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ま
ち
で
育
っ
た
娘
た
ち
三
人
も
、

そ
れ
ぞ
れ
結
婚
し
同
じ
大
原
町
に
住
ん
で

い
ま
す
。
招
集
を
か
け
れ
ば
三
分
以
内
に

集
う
こ
と
が
で
き
る
、
こ
の
有
り
難
さ
を

い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
何
よ
り
私
が
嬉
し
い
と
思

う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
市
民
が
、
私
と
同

じ
思
い
で
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　
芦
屋
を
愛
す
る
市
民
の
総
意
が
、
よ
り

良
い
芦
屋
を
築
い
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま

す
。
震
災
か
ら
の
復
興
が
、
こ
れ
ほ
ど
見

事
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
も
、
こ
う
し
た

市
民
の
認
識
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
っ
た
と

思
う
の
で
す
。

　
花
々
や
緑
に
囲
ま
れ
た
住
み
良
く
美
し

い
ま
ち
に
住
み
、
と
く
に
意
識
を
し
な
く

て
も
、
人
の
心
の
温
か
さ
を
育
ん
で
い
け

る
よ
う
な
ま
ち
の
市
民
で
い
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
芦
屋
と
い
う
ま
ち
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
全
国
の
人
た
ち
か
ら
「
あ
こ

　
大
正
十
二
年(

一
九
二
三)

、
岡
山
県

生
ま
れ
。

　
昭
和
三
十
四
年
、
㈱
ワ
ー
ル
ド
設
立
、

代
表
取
締
役
社
長
と
な
る
。
同
四
十
七

年
、
ワ
ー
ル
ド
代
表
取
締
役
会
長
。
平

成
七
年
に
は
同
社
会
長
を
退
任
し
相
談

役
に
就
任
、
現
在
に
至
る
。

　
こ
の
ほ
か
の
公
職
と
し
て
、
神
戸
市

民
文
化
振
興
財
団
理
事
、
神
戸
納
税
協

会
相
談
役
、
木
口
ひ
ょ
う
ご
地
域
振
興

財
団
の
理
事
長
等
を
務
め
て
い
る
。

●
木
口
衞(

き
ぐ
ち
・
ま
も
る)

氏

が
れ
の
ま
ち
」
だ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

一
市
民
と
し
て
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

年
末
特
別
警
戒
を
　
　
　
　

実
施
し
て
い
ま
す

　
年
末
を
迎
え
、
金
融
機
関
を

対
象
と
し
た
犯
罪
や
、
市
民
生

活
を
脅
か
す
路
上
強
盗
・
ひ
っ

た
く
り
等
の
街
頭
犯
罪
の
多
発

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
芦
屋
署
で
は
、
さ
る
十
一
月

二
十
八
日
、
十
八
年
ぶ
り
に
リ

ー
グ
優
勝
し
た
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
の
三
番
バ
ッ
タ
ー
・
金
本
知

憲
選
手
を
一
日
警

察
署
長
に
迎
え
、

川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
「
年
末
特
別
警

戒
発
隊
式
」
を
開

問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
警
察
署
　
1
@3
０
１
１
０

ひったくり対策バッグ
　今年６月に芦屋防犯協会婦人部の依頼で、
ファッションデザイナーのコシノヒロコ氏が
デザインした「ひったくり対策かばん」に、
このほどさらに改良を重ねた「引きずり被害
防止かばん」の試作品が完成しました。
　肩から提げてベルトで固定し、体からバッ
グが離れないデザインは同じですが、今回の
バッグは肩ひもに改良を加え、ひったくり犯
に強くひっぱられてもひもだけがはずれ、被
害にあった人が転倒したり引きずられるのを
防ぐようになっています。
　12月中旬から市販される予定ですが､市民の
かたのご要望に限り､防犯協会で対応します。

問い合わせ　芦屋防犯協会　132-0003

　
最
近
「
水
道
の
方
か
ら

き
ま
し
た
」
と
各
家
庭
を

訪
問
し
、
さ
も
市
の
水
道

部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
よ
う

に
装
い
、
突
然
業
者
が

訪
れ
る
セ
ー
ル
ス
が
市

内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
水
質
検
査
を
さ
せ
て

ほ
し
い
」
な
ど
と
家
に
入

り
込
み
、
残
留
塩
素
を
測

る
試
薬
を
使
っ
て
発
色
さ

せ
、
不
安
を
あ
お
り
、
高

額
な
浄
水
器
等
を
販
売
す

る
業
者
が
あ
り
ま
す
。

　
市
の
水
道
部
が
、
各
ご
家
庭
を
ま
わ
り
、

物
品
の
販
売
や
斡
旋
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
不
審
な
時
は
職
員
証
の
提

示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。(

水
道
部
の
職
員

は
、
市
の
職
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す)

　
ま
た
、
水
道
水
は
滅
菌
の
た
め
塩
素
分

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
水
質
検
査
を

す
る
と
塩
素
反
応
が
出
ま
す
。

　
悪
徳
訪
問
販
売
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
阪
神
水
道
企
業
団
か
ら
の
水
は
す
べ
て

高
度
浄
水
処
理
さ
れ
た
も
の
で
、
臭
い
の

な
い
お
い
し
い
水
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
部
で
は
、
水
質
基
準
に
適
合
し
た

水
道
水
を
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
へ
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

対　策　い　ろ　は

ひったくりにご注意!
　市内での“ひったくり事件”は、昨年の同
時期に比べても急増しており、年末にかけて
は特に注意が必要です。
　気ぜわしい季節ですが、いつも次のことに
心がけるようにしましょう。

◆自転車の前カゴに、貴重品は入れ

ないようにしましょう。

◆車道側に、バッグなどは持たない

ようにしましょう。

◆自転車の前カゴには、防犯カバー・

ネットなどを取り付けましょう。

催
し
ま
し
た
。

　
十
二
月
は
「
年
末
特
別
警
戒
」
と
し

て
、
多
発
が
予
想
さ
れ
る
犯
罪
の
警
戒

対
策
や
街
頭
犯
罪
の
予
防
検
挙
、
ま
た

交
通
事
故
の
抑
止
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
安
全
で
安
心
な
年
末
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
、
い
っ
そ
う
警
戒
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

防犯対策    こんなところに気をつけて！

東も西も悪徳商法

　た　ただより高いものはなし「無料点検商法」
　い　家へ入れるな、悪質訪問販売
　さ　さびしい時に狙われる「不安つけこみ商法」
　く　国や市のふりは、だましのトーク
　い　往きはよいよい帰りは怖い「ＳＦ商法」
　ろ　論より証拠と「実験商法」
　は　はじめが肝心、断る勇気

悪徳訪問販売にご注意ください
問い合わせ　水道部総務課　138-2080

「広報あしや」臨時号発行のお知らせ

　11月15日には水道部から、11月21日には総務部
行政改革推進室から、それぞれ「広報あしや臨時
号」を発行し配布しています。
　お持ちでないかたは、市役所受付・ラポルテ市
民サービスコーナー・市内各集会所等に置いてあ
りますので、ご利用ください。

問い合わせ　水道部総務課　138-2080
　　総務部行政改革推進室　138-2005

問い合わせ　美術博物館　138-5432(伊勢町12-25)

常設展「美術博物館コレクション」

◇◆◇本館コレクションの中から、人物や静物・風景画など、代表作品12点を展示します◇◆◇
展示作品　　＜会場　美術博物館・第２展示室＞
　伊藤継郎《鳩を配した裸婦》／大橋了介《巴里の店》／上山二郎《籠の果物》／鴨居玲《私の
　村の酔っぱらい(あくび)》／黒田重太郎《蟠桃のある静物》／小出楢重《横たわる裸女Ａ》／
　小磯良平《踊り子》／田村孝之介《ノートルダム》／仲田好江《猫のいる部屋》／鍋井克之　
　《虎ノ門赤煉瓦風景》／長谷川三郎《赤の静物》／古家新《河畔》

【同時開催】「第54回童美展」＜第１展示室・ホール・ギャラリー＞
　　　　　　 歴史企画展「辻本コレクション３　あかりの変遷」＜歴史常設展示室＞

■会期　12月２日⇒14日　午前10時～午後５時(入館は４時30分まで)・月曜休館

◇観覧料・全館無料◇ ◇冬季休館・12月15日⇒２月27日◇

減らそう街頭犯罪
芦屋署と郵便局が協定

　ひったくりなどの街頭犯罪を減らそうと、
芦屋署は10月９日、芦屋郵便局や市内にあ
る11の特定郵便局と「地域安全協定」を結
びました。郵便物の集配職員が街頭犯罪や
ひき逃げ事故を目撃した場合には、警察に
通報、また被害者の緊急避難場所として郵
便局の建物を利用してもらうことができる
ようになりました。
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問い合わせ　女性センター　138-2023　FAX38-2175
(〒659-0092 大原町2-6 ラ・モール芦屋２階)Ｅメールjosei-ce@city.ashiya.hyogo.jp

平成10年度
平成11年度
平成12年度
平成13年度
平成14年度

施　設　名
芦屋市女性センター(面接、予約制)

芦屋市児童課
兵庫県男女共同参画センター

兵庫県女性相談センター
芦屋警察署生活安全課
兵庫県警察本部なんでも相談
　　　　〃　　ストーカー相談電話
　　　　〃　　レディースサポートライン
兵庫県弁護士会総合法律センター(有料)
神戸地方法務局女性の人権ホットライン

　
平
成
十
一
年(

一
九

九
九)

に
、
女
性
の
人

権
を
保
障
し
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
形
成
す

る
た
め
、
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法

律
に
基
づ
き
、
具
体
化

の
た
め
、
「
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
」(

平
成

十
二
年
十
二
月
閣
議
決

定)

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根

絶
」
は
、
こ
の
基
本
計
画
の
中
で
、
施
策

の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
重

要
な
課
題
で
す
。
具
体
的
に
、
夫
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
に
関
し
て
、
そ
の
防
止
や
厳
正

な
対
処
と
い
っ
た
対
策
の
推
進
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
施
策
が
必
要
な
の

で
し
ょ
う
か
。
各
種
実
態
調
査
の
結
果
が

示
す
、
暴
力
被
害
の
実
態
が
そ
の
必
要
性

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
最
新
の
全
国
調
査
で
あ
る
、
内
閣
府
男

女
共
同
参
画
局
が
、
平
成
十
四
年
度
に
、

全
国
二
十
歳
以
上
の
男
女
四
千
五
百
人
を

対
象
に
実
施
し
た
「
配
偶
者
等
か
ら
の
暴

力
に
関
す
る
調
査
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
被
害
経
験
に
つ

い
て
、「
身
体
に
対
す
る
暴
行
を
受
け

た
」
は
女
性
一
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
男

性
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
恐
怖
を
感
じ

る
よ
う
な
脅
迫
を
受
け
た
」
は
女
性
五
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
、
男
性
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

「
性
的
な
行
為
を
強
要
さ
れ
た
」
は
女
性

九
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
男
性
一
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
が
「
あ
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
身
体
的
暴
行
、
心
理
的
脅
迫
、

性
的
強
要
の
い
ず
れ
か
を
こ
れ
ま
で
に
一

度
で
も
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
女
性

一
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
男
性
九
・
一
パ

ー
セ
ン
ト
で
、
女
性
の
約
五
人
に
一
人
は
、

相談電話番号
38-2022

38-2045
078-360-8551

078-360-8554

078-732-7700
23-0110

078-361-2110
078-371-7830
078-351-0110
078-341-1717
078-393-0339

備   　　  考
(女性の悩み相談)毎週金曜日午後１時～４時
(ＤＶ相談)第１水曜日午後１時～４時(祝日の場合翌週)
平日　午前９時～午後５時15分(木曜日は除く)
(電話相談)
月～土　午前９時30分～午後４時30分
(面接相談・予約制)
月～金　午前11時～午後６時40分
土　　　午前９時40分～午後４時10分
毎日　午前９時～午後９時　
平日　午前９時～午後５時
平日　午前９時～午後５時
平日　午前９時～午後５時30分
平日　午前９時～午後５時
平日　午前10時～午後４時30分(午後０時～１時除く)
平日　午前８時30分～午後５時

総相談件数
1,505
1,791
2,072
2,547
2,874

うちＤＶ相談数
  288
  552
  786
1,143
1,534

◆特設人権相談所の開設◆
　

　人権週間(12月４日～10日)にちなみ人権相談
き

所を開設します。いじめ・いやがらせ、名誉棄
損、信用問題等でお困りのかたは、お気軽にお
越しください。秘密は厳守します。人権擁護委
員が相談に応じます。
日　時　12月９日(火)午後１時～４時
会　場　市役所北館２階会議室(２)
※毎月２回(第２・４火曜日の午後)にも人権相
　談所を上記と同じ会場で開催しています。
※12月は上記の開催のみとなります。

弁護士。平成２年弁護士登録
(大阪弁護士会所属)。現在、
日本弁護士連合会両性の平等
に関する委員会委員。芦屋市
男女共同参画推進委員。

何
ら
か
の
形
態
に
よ
る
暴
力

の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
十
四
年(

二

〇
〇
二)

四
月
、
「
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被

害
者
の
保
護
に
関
す
る
法

律
」(

以
下
「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」

と
い
う)

が
完
全
施
行
と
な

り
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
で
相
談
業
務
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

二
年
間
で
、
三
万
件
を
超
え

る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
被
害
の
実
態

は
、
女
性
の
人
権
を
保
障
す

る
た
め
に
は
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
の
根
絶
が
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
重
要
課
題
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
が

制
定
さ
れ
て
以
降
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
の
問

題
に
対
す
る
政
府
の
取

り
組
み
が
開
始
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
背
景
に
は
、
国
連

の
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
年(

一
九
八
五)

の
「
西
暦
二

〇
〇
〇
年
に
向
け
て
の
婦
人
の
地
位
向
上

の
た
め
の
ナ
イ
ロ
ビ
将
来
戦
略
」
、
続
い

て
、
平
成
五
年(

一
九
九
三)

の
「
ウ
ィ
ー

ン
人
権
宣
言
」
に
お
い
て
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
同
年
十
二
月
の
国
連
総
会
で

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
、
平
成
七
年(

一
九
九
五)

、
北
京

で
開
催
さ
れ
た
世
界
女
性
会
議
で
採
択
さ

れ
た
「
行
動
綱
領
」
に
お
い
て
、
各
国
政

府
に
対
し
て
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根

絶
に
向
け
た
立
法
措
置
を
と
る
よ
う
に
求

め
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
要
請
を
受
け
て
、

日
本
で
も
、
前
記
の
よ
う
に
、
平
成
十
三

年(

二
〇
〇
一)

四
月
に
、「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」

が
制
定
さ
れ
、
翌
年
四
月
に
完
全
施
行
と

な
り
ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
防
止
法
に

先
立
っ
て
、
平
成
十
一
年(

一

九
九
九)

に
は
、
改
正
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
に
て
、
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

に
関
す
る
事
業
主
に
よ
る
配
慮

義
務
規
定
の
導
入
、
平
成
十

二
年(

二
〇
〇
〇)

に
は
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
等
規
制
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

言
」
の
前
文
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、

①
男
女
間
の
歴
史
的
に
不
平
等
な
力
関
係

の
現
れ
で
あ
る
こ
と
、
②
男
性
の
女
性
に

対
す
る
支
配
・
差
別
や
女
性
の
地
位
向
上

の
妨
害
に
つ
な
が
っ
て
き
た
こ
と
、
③
女

性
を
男
性
に
比
べ
て
従
属
的
な
地
位
に
強

い
る
社
会
的
機
構
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う

認
識
を
示
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
は
、
個
人
的
な
問
題
で

は
な
く
、

女
性
の
人

権
を
侵
害

す
る
、
社

会
構
造
上

の
問
題
で

あ
る
と
し
、
国
の
責
任
に
お
い
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。

　
同
宣
言
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
、

a
殴
打
、
家
庭
内
に
お
け
る
女
児
の
性
的

虐
待
、
夫
婦
間
強
姦
等
の
家
庭
内
で
起
こ

る
暴
力
、
b
強
姦
、
職
場
や
学
校
等
に
お

け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

人
身
売
買
や
強
制
売
春
な
ど
の
社
会
の
中

で
の
暴
力
、
c
国
家
に
よ
る
暴
力
、
に
分

類
し
て
、
女
性
の
あ
ら
ゆ
る
人
権
や
基
本

的
自
由
を
保
障
す
る
た
め
に
、
国
が
、
適

切
な
手
段
を
以
っ
て
、
遅
滞
な
く
撤
廃
の

た
め
の
施
策
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
規

定
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
芦
屋
市
が
、

平
成
十
四
年(

二
〇
〇

二)

一
月
か
ら
二
月
に
、

芦
屋
市
内
在
住
の
二
十

歳
以
上
の
男
女
千
八
百

人
を
対
象
に
実
施
し
た

「
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
市
民
意
識
調
査
」

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
に

関
し
て
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
出
て
い
ま

す
。

①
女
性
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
て
い
な
い
と

　
感
じ
る
こ
と

　
全
体
で
は
、
「
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
が
四
三
・
二

パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
痴

漢
行
為
」
四
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
売

春
・
買
春
や
風
俗
営
業
」
三
九
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
、
「
女
性
の
ヌ
ー
ド
を
主
と
し
た

雑
誌
や
テ
レ
ビ
放
映
、
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ

オ
」
三
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
家
庭
内

で
の
夫
か
ら
妻
へ
の
暴
力
」
三
六
・
八
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
女
性
で
は
、
「
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
が
四
八
・
〇

パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
高
く
、
全
て
の
項
目

に
つ
い
て
女
性
が
男
性
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
特
に
「
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
「
女
性
の
ヌ
ー
ド

を
主
と
し
た
雑
誌
や
テ
レ
ビ
放
映
、
ア
ダ

ル
ト
ビ
デ
オ
」
「
内
容
に
関
係
な
く
、
女

性
の
体
や
し
ぐ
さ
を
使
用
し
た
広
告
な

ど
」
で
は
、
男
女
差
が
一
〇
か
ら
一
四
ポ

イ
ン
ト
と
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

②
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
経
験

　
全
体
で
は
、
「
自
分
が
直
接
経
験
し
た

こ
と
が
あ
る
」
八
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
自

分
に
経
験
が
あ
り
、
友
人
や
職
場
の
仲
間

な
ど
に
も
経
験
し
た
人
が
い
る
」
九
・
二

パ
ー
セ
ン
ト
と
経
験
者
は
一
七
・
二
パ
ー

セ
ン
ト
、
「
自
分
に
は
経
験
が
な
い
が
、

友
人
や
職
場
の
仲
間
な
ど
に
経
験
し
た
人

が
い
る
」
二
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
併
せ

る
と
、
全
体
の
三
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、

約
四
割
の
人
が
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
経
験
し
て

い
ま
す
。

　
女
性
で
は
「
自
分
が
直
接
経
験
し
た
こ

と
が
あ
る
」
一
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
自

分
に
経
験
が
あ
り
、
友
人
や
職
場
の
仲
間

な
ど
に
も
経
験
し
た
人
が
い
る
」
一
二
・

〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
経
験
者
が
二
三
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　
前
者
の
結
果
が
示
す
よ
う
に
、
と
り
わ

け
、
性
に
関
す
る
人
権
に
関
し
て
、
男
性

と
女
性
の
意
識
の
間
に
大
き
な
ず
れ
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
要
因
と
し
て
、
一
般
的
に
、

男
性
に
は
「
こ
の
程
度
の
こ
と
…
」
と
感

じ
ら
れ
る
性
的
言
動
で
あ
っ
て
も
、
女
性

に
と
っ
て
は
、
不
快
で
あ
っ
た
り
、
耐
え

が
た
い
苦
痛
を
感
じ
る
場
合
が
あ
り
、
性

に
関
す
る
意
識
の
違
い
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
引
き
起
こ
す
原
因
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す(

も
ち
ろ
ん
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
男
女
間
の
意

識
の
ず
れ
に
の
み
起
因
す
る
の
で
は
な
く
、

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
、
男
女
別

の
差
別
的
雇
用
管
理
の
あ
り
方
が
、
そ
の

要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す)

。

　
こ
の
「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民

意
識
調
査
」
の
結
果
に
表
れ
て
い
る
よ
う

に
、
主
に
男
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
メ

デ
ィ
ア
媒
体
に
よ
っ
て
、
女
性
を
性
的
関

心
や
欲
望
の
対
象
と
し
て
扱
う
メ
ッ
セ
ー

お
と
し

ジ
が
流
さ
れ
、
女
性
を
貶
め
る
意
識
形
成

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
女
性
の
人
権

を
保
障
し
て
い

く
上
で
克
服
す

べ
き
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す(

前
記

基
本
計
画
で
は

「
メ
デ
ィ
ア
に

お
け
る
女
性
の

人
権
の
尊
重
」

と
し
て
メ
デ
ィ

ア
に
お
け
る
性
、

暴
力
表
現
を
望

ま
な
い
者
か
ら

の
隔
離
等
に
関

す
る
方
策
の
推

進
が
規
定
さ
れ

て
い
ま
す)

。

　
と
こ
ろ
で
、
女
性
に

対
す
る
暴
力
と
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
指
す

の
で
し
ょ
う
か
。

　
国
連
の
「
女
性
に
対

す
る
暴
力
撤
廃
宣
言
」

や
「
行
動
綱
領
」
は
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」

に
つ
い
て
、
女
性
に
対
す
る
身
体
的
、
性

的
、
心
理
的
危
害
ま
た
は
苦
痛
を
生
じ
さ

せ
る
、
性
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
暴
力
行
為

で
あ
る
と
し
、
か
つ
、
公
的
ま
た
は
私
的

生
活
の
い
ず
れ
で
起
こ
る
暴
力
も
含
む
も

の
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
宣

て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｄ
Ｖ
セ
ン
タ
ー

の
ほ
か
、
警
察
、

地
方
公
共
団
体
、

福
祉
事
務
所
、

司
法
な
ど
の
関

係
諸
機
関
が
連

携
・
協
力
し
あ

っ
て
、
被
害
者

保
護
を
図
る
こ

と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
芦
屋
市
で
は
、

右
表
②
の
よ
う
に
、
専
門
の
相
談
員
に
よ

る
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
に
関
す
る
相
談
や
援
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

女性センターミニ展示　
渡辺　幸恵　トールペインティング展

　配偶者からの暴力で悩んでいませんか？
　兵庫県(阪神北・阪神南地域ＤＶ防止ネッ
トワーク会議)の専門家が相談に応じます。

雪田樹理(ゆきた・じゅり)氏
阪神地域

ＤＶ被害  総合・専門相談
プロフィール

問い合わせ
芦屋健康福祉事務所(芦屋保健所)　132-0707

表②　相談窓口の一覧表

日　時　12月１日～24日(土曜、日曜、祝日を
　　　　除く)午前９時～午後５時
会　場　女性センター

表①　県立女性相談センター相談件数
　
平
成
十
四
年
四
月
一
日

か
ら
、
Ｄ
Ｖ
防
止
法
に
基

づ
い
て
、
各
都
道
府
県
に

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー(

略
し
て
「
Ｄ
Ｖ
セ

ン
タ
ー
」)

が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
配
偶
者(

事
実
上
の

婚
姻
も
含
む)

か
ら
の
暴
力

に
関
す
る
相
談
や
一
時
保

護
等
の
業
務
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
兵
庫
県
で
は
、
県
立
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

に
、
Ｄ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

左
表
①
に
示
す
よ
う
に
、
法
施
行
後
、
Ｄ

Ｖ
相
談
の
件
数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
防
止

法
は
、
Ｄ
Ｖ

セ
ン
タ
ー
に

よ
る
援
助
の

ほ
か
、
保
護

命
令
と
い
う

新
し
い
法
制

度
を
導
入
し
、

更
な
る
暴
力

か
ら
、
被
害

者
の
身
体
の

安
全
を
図
っ

「女性に対する暴力をなくす運動」街頭啓発

12345678901234567
12345678901234567

1234567890123456
1234567890123456

12345678901
12345678901
12345678901

1234567890
1234567890
1234567890

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

女性に対する
　あらゆる暴力の根絶

国際的背景と
　国内での立法化

女性に対する
　　暴力とは

芦屋市の
　　意識調査から

芦屋市の相談窓口

今後に向けて

　
Ｄ
Ｖ
防
止
法
は
、
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
を
「
犯
罪
と
な

る
行
為
」
で
あ
る
と
規
定
し
、

人
権
の
擁
護
と
男
女
平
等
の

実
現
を
図
る
た
め
に
、
暴
力

の
防
止
と
被
害
者
保
護
の
施

策
を
打
ち
出
し
た
画
期
的
な

法
律
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ

不
十
分
で
改
善
す
べ
き
点
も
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
現
在
、
法
改
正
に
向
け
た
作
業
が

　

電話相談

　女性相談員、保健師等が相談に応じます。
日　　時　12月12日(金)午前10時～午後６時
申し込み　相談専用電話(186-3774)へ　　
　　　

弁護士による法律相談

　来所(面接)相談です。人数に制限がありま
すので、お早めにご予約ください。
申し込み　12月９日(火)までの午前９時～午
　　　　　後５時(土曜、日曜を除く)に予約
　　　　　専用電話(183-3143)へ

『優しくする人よりも優しい人になりたい』をテーマに“人権を
歌で語る”活動を続けている、しまむらかずおさんのコンサート
です。「頭にではなく心に届けたい思いを一杯に、一生懸命に歌
います。あなたと出会える日を心待ちにして…。」

問い合わせ　上宮川文化センター　122-9229　FAX22-1659

　激動の20世紀に、人間と歴史を壮大な視野で見つめ、その思いを
つづ

大河小説『橋のない川』に綴った偉大な文学者であり思想家であっ
た住井すゑ。そのたくましく生き抜いた姿を、生い立ちをたどりな
がら、すゑの子どもたちや生前に交流のあった山田洋次・野坂昭如
ら文化人へのインタビュー、講演会の様子などを織り交ぜて描く。
第57回毎日映画コンクール記録文化映画賞受賞。
日　時　12月５日(金)午後６時30分～７時56分
　　　　12月６日(土)午前10時30分～11時56分
　　　　　　　　　　午後１時30分～２時56分
会　場　上宮川文化センター・ホール
定　員　各回100人(当日先着順)

　川村シンリツ・エオリパック・
アイヌ氏と島崎直美氏による、ア
イヌ民族伝統料理講習会と「うた
と踊り」のワークショップを開催。
日　　時　12月９日(火)
会　　場　上宮川文化センター
申し込み　12月１日(月)午前９時
　　　　　から電話かファクスで
　　　　　希望講座名、住所、氏
　　　　　名、電話番号を下記へ
　　　　　①②両方の申し込み可

日　時　12月24日(水)午後２時～４時
会　場　ルナ・ホール(当日直接会場へ)
出　演　シンガーソングライター・しまむらかずお氏
　　　　(やさしくなろうネットワーク主宰)
※手話通訳、要約筆記、保育あり

問い合わせ
芦屋市人権教育推進協議会(生涯学習課内)　138-2091

ヒューマンライツシアター
やさしくなろうコンサート
ー心のリンゴをひとつずつー

「住井すゑ　百歳の人間宣言」(記録映画)
　親子で、ひとあし早いクリスマスを
サンタさんと一緒に楽しみませんか。
　初めてのかたもどうぞ。
日　時　12月13日(土)
　　　　午前10時～11時30分
会　場　宮川小学校・体育館
対　象　就学前の乳幼児と保護者
持ち物　上履き・ビニール袋
　　　　(靴入れ用)
申し込み　当日、直接会場へ

◆◇◆　アイヌ文化にふれよう　◆◇◆

①料理講習会
　時　間　午後３時～６時
　定　員　先着20人
　参加費　1000円(材料費)
②うたと踊りのワークショップ
　時　間　午後７時～９時
　内　容　講演、うた、踊り、
　　　　　ムックリ(口琴)
　定　員　先着50人
　参加費　500円

問い合わせ
子育てセンター　131-8006

子育てセンター
クリスマス会
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あしやＮＯＷ (＊) フォーカス芦屋「行政改革実施計画」
人権推進特別放送

　人権週間や芦屋市の取り組みについて（５分）
　映画「街かどから」（25分）
　映画「ま・さ・か　わたしが ! ? 」（25分）
お知らせ文字放送　 「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
広報とりっきり(＊) 「陸上競技場オープニングセレモニー」

「芦屋ハロウィン」「ACAトワイライトコンサート」ほか
ニッポンみたまま(30分番組)「共に歩み、共に進む

　　　　～日本ＡＳＥＡＮ交流年 2003 ～」

12／1　（６:00～）～12／14　（～24:00）
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■放送時間　６：00～24：00(上記の順に毎朝６時から２時間サイクルで９回繰り返し放送します)

■(＊)印の番組はビデオの貸出可 ■広報チャンネル(９ch)に関する問い合わせ　広報課　138-2006

■CATV全般に関する問い合わせ　 ㈱ケーブルネット神戸芦屋(J-COM Broadband神戸・芦屋)　70120-13-8160

①  6:00

②  8:00

③10:00

④12:00

⑤14:00

⑥16:00

⑦18:00

⑧20:00

⑨22:00

芦屋市の人権

シンボルマーク

　　個人の人権が尊重され、豊かな人生を送るために～

　 女性に対する暴力の根絶に向けて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪田樹理氏(弁護士、芦屋市男女共同参画推進委員)

問い合わせ　人権推進担当　138-2055
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橘  祐典  監督作品

創作体験工房「トールペインティングした
手鏡を作ってみませんか」
日　時　12月16日(火)午後１時～４時
会　場　女性センター
材料費　600円
定　員　先着８人
申し込み　はがき、電話、ファクス、Ｅメールのい
　　　　　ずれかで女性センターへ
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芦屋健康福祉事務所（芦屋保健所）
内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

親と子の心の健康相談
　　　　　  （予約制）

9日
13：30～14：30

子育ての悩み、ことばの遅れ、しつけ相談
（無料）

こころの相談（予約制） 3・16日
13：30～14：30 老人の痴呆、うつ等専門医の相談（無料）

検便（赤痢等） 毎週月・火・水曜日
9：00～12：00

各菌ごと480円　
サルモネラ菌検査のみ月、火受付

専門栄養相談（無料）2・9日
10：00～12：00専門栄養相談（予約制）

12 /1  s 1/5

132-0707　国道2号線業平橋東へ150m

項　目
試験日

天　　　　　　候
気　　　温 （℃）
検　水　名
水　　　温 （℃）
Ｐ　　　Ｈ
Ｓ　　　Ｓ（mg/R）
Ｂ　Ｏ　Ｄ（mg/R）
大腸菌群数（個/p）

備　　　　　　考

「下水」の水質検査結果 下水処理場132-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。
７より大きいほどアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【Ｓ
Ｓ】不溶性の固形物。水質汚染の原因になる【ＢＯＤ】生物化
学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

平成15年10月15日（水）
活性汚泥
法処理に
よる基準

5.8～8.6
70以下
20以下
3,000以下

前　日　曇　り
前々日　晴　れ

前　日　晴　れ
前々日　　雨　

晴　れ
17.0

晴　れ
19.0

流入水
　22.9
　　6.8
　122
　133
58,000

処理水
　22.7　
　　6.2　
　3　
　4　
　7　

流入水
　22.1
　　7.3
　   42
　   77
50,000

処理水
　23.2　
　　6.2　
　2　
　1　
　0　

平成15年11月5日（水）

毎週月・火・水曜日
9：00～12：00

一般4,600円
特殊項目2,400円

水質検査
（特殊項目は要予約）

5日
13：00～14：00

検査項目、検査数により
費用額変動（有料）

一般健康相談（予約制）
事業所検診（予約制）

5日
14：00～14：30

HIVのみ匿名検査は無料　証明書が必要なかた
は有料　検査数により費用額変動

HIV、HCV、Hbs検査
　　　　　　（予約制）

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他
ツベルクリン反応検査
ツ反判定・BCG接種

妊婦お産の相談室（予約制）

新生児訪問指導

育児相談

なかよし育児教室（予約制）

4カ月児健康診査

1歳児健康診査

妊娠や母乳の相談（無料）

出生連絡票返送者　発育・母乳・育児相談（無料）

乳児、母子手帳持参  身体測定  子育て相談（無料）

6～7カ月児  母子健康手帳持参（無料）

H15.8.1～15生まれ
H15.8.16～31生まれ

（無料）

H14.12月生まれ（無料）

保健センター 　131-1586　阪神芦屋駅から北へ200m

15日　13：30～15：30

随時

委託医療機関で実施

18日　9：30～10：30

22日　9：45～11：30

2・16日  13：15～14：00
場所：芦屋健康福祉事務所

1歳6カ月児健康診査 11・25日  13：15～14：00
場所：保健センター

3歳児健康診査 H12.8月生まれ（無料）4日　13：15～14：00
場所：芦屋健康福祉事務所

アレルギー相談（予約制） アトピー性皮膚炎、喘息等の相談（無料）1日　9：30～11：00

アレルギー健診（予約制）

在宅ねたきり予防訪問指導 在宅で40歳以上の療養者（無料）

在宅ねたきり者歯科訪問指導 在宅で60歳以上の寝たきり、準ずるかた（無料）

随時、保健センター
にお申し込みください

市民健診
（肺がん検診40歳以上）

16歳以上→胸部X線・血圧・検尿（無料）
40歳以上→前記の他 心電図・血液検査（400
円）・歯科検診　妊婦→血液検査（予約制）

肝炎ウイルス検診 40・45・50・55・60・65・70歳のかた（1000円）

健康チェック（予約制） 35歳以上（生活習慣予防11項目5500円）3月分予約受付中

骨粗しょう症検診（予約制） 20歳以上（1000円）　超音波法12月分予約受付中
9：30～10：00

栄養相談（予約制） 小児から高齢者まで生活習慣病ほか（無料）16日　9：30～11：00

健康相談（予約制） 成人を対象に医師による相談（無料）2・9日
13：00～15：00

胃がん検診（予約制） 35歳以上（1000円）4・11・15・18
9：15～10：30

子宮（頚部）がん検診
乳がん検診

30歳以上。子宮がん（1000円）
乳がん（400円）

随時（医療機関で診療
時間の午前中）

大腸がん検診 40歳以上（800円）、採取容器を渡し、とり方
の説明

受付随時　提出日：
2・9・16　午前中

※市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）

貧血検査 16歳以上（130円）

5日
9：30～10：30

歯周病予防教室 17日　13：00～14：30
場所：歯科医師会館

歯の無料相談等

　血液検査前
　4時間絶飲絶食（ ）

小児を対象に医師による健診（無料）19日　13：00～14：00

H14.6.1～15生まれ
H14.5.16～30生まれ

（無料）

今月はありません

■日曜・祝日救急当番医
●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所　　1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階）

●夜間在宅輪番
＊金曜日20時～23時は下記のとおり。(　)内は診療科目
12/５　荻野医院(内) 1２３－６２２６
12/12　中村医院(内) 1２３－０４６８
12/19　吉田内科クリニック(内) 1３８－７２１０
12/26　幸原小児科内科医院(内、小) 1２２－０３３８
１/２　鈴木小児科 1３４－０７６６

＊金曜日23時～翌日７時、１月２日および金曜日以外の
　20時～翌日７時は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)

●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
12/７　藤田歯科診療所 1２５－０６４６
12/14　藤本歯科医院 1３１－４１９３
12/21　マキハタ歯科医院 1２２－３２３３
12/23　増田歯科医院 1２２－５３５９
12/28　村岡歯科 1３４－６４３０
12/29　広瀬歯科クリニック 1２３－６４２０
12/30　原田歯科医院 1３１－３０３３
12/31　ごん歯科医院 1３８－５５７７
１/１　あらまき歯科医院 1３４－６４８３

●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、９時～16時
　場所…尼崎医療センター
　　　（尼崎市水堂町3-15-20　106-6436-8701）

Ｑ　公園の砂場が猫のふんで利用できません。対策はないでしょうか。
Ａ　市では、猫がふんをしたと思える砂場を検査し、回
　虫卵が検出された所は砂の入れ替えを行っています。
　砂場を猫のふんから守る対策は、砂場をネットで覆う
　のが一番良い方法です。地元のかたにネットの開け閉
　めをしていただければネットを張る工事を行います。

公園Ｑ＆Ａ 問い合わせ　公園緑地課　138-2065

●芦屋病院正規職員募集
�①看護師②助産師。いずれも平成16年
２月・４月採用　�総務課管理担当へ　
　　　　　　
●芦屋病院健康教室「インフルエンザ」
�12月17日(水)13時30分～　�芦屋病院
外来棟５階外科側ロビー　�副病院長　
　　　　　　　
●糖尿病教室「加齢と糖尿病」
　～年末年始の注意～
�12月12日(金)13時30分～　�芦屋病院
南病棟１階講義室　�副病院長

●芦屋病院マチネーコンサート
�12月21日(日)14時30分～15時30分　�
芦屋病院外来棟５階ホール　�クリスマ
スコンサート。クリスマスプレゼントあり

●高齢者のインフルエンザ予防接種
　高齢者を対象にインフルエンザの予防
接種を指定医療機関において実施してい
ます。下記の医療機関が指定医療機関と
して追加されました。

�接種当日65歳以上のかた。60歳以上65
歳未満のかたで、心臓、腎臓、呼吸器等
の機能障害により身体障害者手帳１級と
認定されたかた　�平成16年１月31日
(土)まで　�１回1,000円　

●プレおや教室(母親学級)後期クラス
�①平成16年１月14日(水)②21日(水)、い
ずれも13時30分～15時30分　�保健セン
ター　�①お産の始まりと進み方、痛み
をのがす呼吸法(運動できる服装)②母乳
育児について、先輩ママとの交流会　�
母子健康手帳、テキスト　�前期未受講
者はテキスト代200円　�25人(予約制)

●楽しいリハビリ教室
�毎週月曜日、13時30分～15時30分　�
芦屋市医師会医療センター　�医師、理

芦　屋　病　院
131-2156

保 健 セ ン タ ー
131-1586

学療法士、トレーナー、保健師等による
体操、レクリエーション、健康チェック、
健康相談等　�病気や障害などにより身
体機能が低下したかたで介護保険を利用
されていない40歳以上の市内在住のかた
(送迎はありません)　

●アルコール依存症家族会
�12月12日(金)10時～12時　�芦屋健康
福祉事務所　�アルコール問題で悩んで
いる家族(要予約)

●あじさいの会(痴呆性老人家族会)
�12月15日(月)13時30分～15時30分　�
芦屋健康福祉事務所　�痴呆性老人を介
護している家族。託老は要予約

●世界エイズデーについて
　12月１日は、ＷＨＯが制定する世界エ
イズデーです。世界的レベルでのエイズ
まん延防止と患者・感染者に対する差
別・偏見の解消を図るのが目的です。
　エイズを正しく理解し、偏見のない社
会づくりにご協力ください。

●食の健康協力店を募集します
　「ひょうご“食の健康”運動」の趣旨に
ご賛同いただき、食を通じた健康への取
り組みを行うお店を募集します。詳細は
芦屋健康福祉事務所健康増進課へ

�自動車公害の低減を図るため、現有
ディーゼル車を解体廃車し、低公害車
(天然ガス自動車の普通貨物自動車、小型
自動車バンタイプ、軽自動車)を購入また
はリースしようとする場合に、その導入
資金の一部(改造費等または200万円の
うち少ない額)を助成　�市内に事務所
または事業所を有する個人および法人�
�12月15日(月)までに環境管理課へ(土、
日曜日を除く)　

低公害車普及促進助成制度
環境管理課　138-2051

安東整形外科　　　  1３２－１６６０
宮崎内科クリニック  1２５－２５２８
甲陽医院　　　　　  1３１－０００３

芦屋健康福祉事務所
132-0707

その他不燃ごみ
カン
ビン・ペットボトル
カン

×印は非回収日日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

12月不燃ごみ　収集カレンダー
環境サービス課　122-2155

＊町ごとに決められた曜日に出してください

ネットで覆った砂場(南宮公園)
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●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講師、�出演、�費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、	申し込み、
問い合わせ

◆デイサービスセンター介護職員募集　
�日給7,650～8,550円。平成16年１月5日
採用予定　�介護福祉士かヘルパー養成
研修２級課程修了以上で50歳くらいまで
のかた、１人　	＆
12月12日(金)まで
に芦屋ハートフル福祉公社(138-3122)へ

◆毎月第３水曜日は行政相談の日
�12月17日(水)13時～16時　�行政への
要望等　�＆
お困りです課(138-5401)

◆家庭用品修理会(有料)
�12月３日(水)10時～14時(雨天中止)　
�竹園集会所横広場　�刃物(研磨)、靴
(預かります)　
消費生活センター
(138-2179)

◆上宮川文化センター／児童センターの催し
�＆
上宮川文化センター(122-9229　
〒659-0061 上宮川町10-5)
【パソコン教室受講者募集】
	はがきに、希望教室名(１教室につき１
枚)、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話
番号を書いて12月12日(金)＜必着＞まで
に上記へ。応募多数の場合は抽選。結果
は受講者へのみ、はがきで連絡します。
①女性パソコン教室～基礎からワードや
エクセルを暮らしにいかす方法まで～
�平成16年１月14日(水)・16日(金)・21
日(水)・23日(金)10時～12時、全４回　
�初心者の女性６人　�2,000円(教材費)
②シニアパソコン教室「ワードとペイン
ト」～パソコンで絵手紙をつくります～
�平成16年１月14日(水)・16日(金)13時
～15時、全２回　�60歳以上の初心者
６人　�1,000円(教材費)
③シニアパソコン教室「はじめてのエクセル」
�平成16年１月21日(水)・23日(金)13時
～15時、全２回　�60歳以上の文字入力
のできるかた６人　�1,000円(教材費)
【シネポケット“ひゅーまん”】
�＆�12月３日「天使にさよなら」／
10日「刑務所の中」／17日「宋家の三姉
妹」(いずれも水曜日)13時30分～　�30
人(当日先着順)
【ひよこひろば】
�12月４日(木)13時30分～14時30分　�親
子での自由遊び等　�２歳児(平成15年４
月１日現在)と保護者、16組(先着)　	12
月３日(水)９時30分から電話で上記へ
【おはなし造形ひろば】
�12月５日(金)14時～15時　�クリスマ
スのお話とかざりづくり　�３歳児と保
護者、16組(先着)　	12月４日(木)９時
30分から電話で上記へ
【親子ひろば見学会】
　来年度の親子ひろば入級希望者の見学
を受付中。対象は３歳児(平成16年４月１
日現在)と保護者。詳細は電話で上記へ

◆イノシシに餌を与えないで！
　イノシシが人家の庭を荒らす、人が持っ
ている買い物袋にかみつく等の被害が出
ています。イノシシには絶対、餌を与え
ないでください。また、生ごみは回収日
の朝に出し、犬や猫の残餌もイノシシが
市街地を徘徊する原因になりますので、
放置しないようにしてください。もしイ
ノシシに出会ったら、逃げずに大きく手
を振り追い払い、石を投げたり突いたり
して危害を加えないようにしてください。

経済課(138-2033)

◆障害福祉課からのお知らせ

障害福祉課(138-2043/FAX38-2178)
【12月障害者相談日】
�毎週金曜日13時30分～15時30分　�第
２週は知的障害、その他の週は身体障害
�芦屋市福祉事務所相談室(市役所南館
１階)。電話相談も可。障害福祉課へ
【身体障害者移動相談】
�12月19日(金)９時30分～　�尼崎市立
身体障害者福祉センター　�身体障害者
手帳所持の肢体不自由者
【障害者有料道路割引制度の改正】
　12月より割引証が廃止され、手帳の提
示のみになりました(対象障害者、車種等
は従来通りです)。手帳には改正後の記載
が改めて必要ですので、障害福祉課にお
問い合わせください。現在お持ちの割引
証は平成16年５月31日まで有効です。ま
た、ＥＴＣ利用者は別途申請が必要にな
りました。詳細は、障害福祉課へ。
【もちつき大会だよ 】
　芦屋福祉連絡会に京都からもち米が届
きました。どなたでもお越しください。
�12月13日(土)10時～13時　�打出浜小
学校・小運動場

◆花と緑の講習会
�①クリスマスやお正月を彩る寄せ植え
②お正月の寄せ植え～和風テイスト③新
春を迎えるアレンジ(寄せ植え)～ランの
装い　�①12月15日(月)②12月17日(水)
③12月21日(日)いずれも13時～15時　�
緑の相談所　�緑の相談員　�①②
3,000円③3,500円　�18人(先着順)　	
＆
①12月８日(月)②12月10日(水)③12
月12日(金)までに都市整備公社みどりの
課(138-2103)へ

◆芦屋公園テニススクール受講生募集
�平成16年１月８日(木)～毎週木曜日、
全８回、９時30分～11時　�初級～初
中級。先着約20人(１クラス10人程度)　
�12,000円(８回分)　�芦屋公園テニス
コート(更衣室・シャワー・有料駐車場
有り)　	＆
電話で都市整備公社芦屋
公園テニスコート受付係(134-8886)へ

◆生涯学習課からのお知らせ

生涯学習課(138-2091)
【社会教育関係団体登録の申請受付】
　登録を希望するグループは、12月10日
から25日(土・日・祝日除く)に申請手続
きをしてください。詳細は生涯学習課へ
【第17回　芦屋市コミスク合同文化祭】
�12月５日(金)、６日(土)、７日(日)９
時～18時(最終日は15時まで)　�市民セ
ンター301室・多目的ホール　�市内９コ
ミュニティ・スクール会員の力作を展示

◆【芦屋市特定優良賃貸住宅】入居者募集
この住宅は、家賃補助が受けられます。
①ライブウエスト東山(東山町27-7)②エ
クセル芦屋(業平町2-8)③芦屋セゾン伊勢
(伊勢町3-14)④タウンハウス芦屋川(西山
町5-5)⑤芦屋セゾン業平(業平町5-18)
�(収入基準により決定します)①91,800
円～、②99,800円～、③101,400円～、④
107,200円～、⑤105,100円～　�入居予
定の家族全員の合計所得が基準に該当す
るかた　	＆
所得を証明できる書類と
印鑑を都市整備公社(138-2110)へ持参。
詳細はホームページ(http://www.ashiya-
tosi-seibi.or.jp)でもご覧になれます。

◆私立幼稚園就園奨励補助金(後期分)の
　交付申請
　市内に居住(住民登録)し、私立幼稚園
に通園している園児(３・４・５歳児)の
保護者に奨励金を交付します。下記に該
当するかたは、後期分(10月～3月)の交
付申請をしてください。前期に申請され
たかたは、転園等の変更がない限り今回
は申請の必要はありません。
�平成14年分の世帯合算の総所得金額が
500万円以下または平成14年度の世帯合
算の市民税所得割課税額が102,100円以下
の世帯　	＆
平成16年１月16日(金)ま
でに、平成15年度の市県民税課税証明書
または市民税納税通知書等(写し可)を持
参の上、教育委員会総務課(138-2085)へ

◆学校給食用物資納入業者の申請
　12月８日から12日に申請書を学校給食
会へ。平成16年３月下旬に決定します。

学校給食会(138-2087)

◆図書館からのお知らせ

図書館(131-2301)
【図書館ボランティア(有償)の募集】
　分室で図書の整理、貸し出し等を行う
ボランティアを募集します。15年度は図
書館で研修し、16年度から１回４時間程
度、有償で分室業務をしていただきます。
司書資格をお持ちのかたを歓迎します。
【こどもおはなしの会・絵本の会】
�12月６日、13日、20日、27日(いずれ
も土曜日)14時～15時　�図書館・おは
なしのへや等　�３歳～小学生中心
【打出分室こどもおはなしの会】
�12月13日(土)15時～15時30分　�打
出教育文化センター・和室　�４歳以上
【金曜シネサロン】
�＆�12月５日「秋刀魚の味」／12日
「座頭市物語」／19日「白い巨塔」／
26日「男はつらいよ」(いずれも金曜日)
13時30分～　�図書館集会室

◆谷崎潤一郎作品朗読会「細雪」
�12月４日(木)13時30分～15時　�朗読
グループＲＳＴ　�入館料300円　�＆

谷崎潤一郎記念館(123-5852)

◆12月の体力測定会
�12月13日(土)10時30分～、11時30分～、
13時～、14時30分～(申し込み時に選択)
�体育館・青少年センター　�トレーニ
ング室利用登録済みで、今年６月以降に
測定したかたを除く。先着16人　	＆

12月２日(火)より毎朝10時から文化振
興財団スポーツ振興課(131-8228)へ

◆普通救命講習会
�12月21日(日)13時30分～16時30分　�消
防本部２階会議室　�心肺そ生法、大出
血時の止血法等。受講者に「修了証」を
交付　�救急救命士・救急隊員　�先着
30人。グループの申し込みは随時受付
	＆
消防本部警防課救急担当(132-2345)

◆社会福祉協議会の催し

社会福祉協議会(132-7530)
【高齢者こころの相談・健康相談】
�12月10日(水)、18日(木)14時～16時　
�福祉会館
【お茶のみ友達相談】
�12月20日(土)９時30分～11時30分　
�福祉会館　�男性60歳、女性55歳以
上の独身のかた
【第107回高齢者「会食懇談会」】
�12月25日(木)12時～　�老人福祉会館
�市内70歳以上のかた40人(先着順)　
�500円　	12月10日(水)より
【子どもクリスマス会】
�12月15日(月)14時30分～16時　�市
民センター幼児室　�「芦っ子」による
紙芝居、歌、工作など　�幼児、小学校
低学年と保護者　	社会福祉協議会へ

◆１２月より兵庫県産業別最低賃金を改正
●適用業種／改正後の時間額…繊維工業、
靴下製造業／732円、塗料製造業／833円、
鉄鋼業／803円、一般機械器具製造業／
795円、電気機械器具製造業、情報通信機
械器具製造業、電子部品・デバイス製造
業／759円、輸送用機械器具製造業／830
円、計量器・測定器・分析機器・試験
機・測量機械器具製造業／763円、各種商
品小売業／740円、自動車小売業／778円
　業務・年齢等により、兵庫県最低賃金
(時間額675円)が適用される場合があり
ます。日額の最低賃金は今回の改正で廃
止されました。詳しくは、兵庫労働局労
働基準部賃金課(1078-367-9154)へ。

なやみを なくし フレーフレー

◆０７８－７９４－２０２０にお電話を
　家庭と仕事の両立に悩むあなたに、21世
紀職業財団兵庫事務所は、育児・介護・家
事等の情報を提供します。月～金曜日(祝
日除く)９時30分～16時30分にお電話を。

11/９までの受入順(敬称略)
保健福祉部総務課取り扱い分
［社会福祉のために］
●医療器具(血圧計、聴診器、各７台)、
山田幸枝　●５万円、北村辰夫
公園緑地課取り扱い分
［市の緑化のために］
●４千円、松永しか子・智子
生涯学習課取り扱い分
［子育てセンターのために］
●学研ブロック１式、松田智子
社会福祉協議会取り扱い分
●５万円、芦屋本通り商店街

平成１６年　芦屋市成人式のお知らせ

問い合わせ　スポーツ・青少年課　122-0358

日　時　平成16年１月12日(月・祝)
　　　　午後１時～２時(予定)
会　場　ルナ・ホール
対　象　昭和58年４月２日～昭和59

年４月１日に生まれたかた
※12月１日現在、住民基本台帳およ

び外国人登録簿に記載・登録され
ているかたには年賀状でご案内し
ます。

「20歳の誓い」発言者募集
　成人式の当日「新成人の
抱負・決意等」を発言して
いただく男女各２人を募集
します。希望者は、スポー
ツ・青少年課へご連絡くだ
さい。

障害児
年末のつどい

問い合わせ　障害福祉課
138-2043　FAX38-2178

日　時　12月21日(日)午後２時～４時
会　場　三田谷治療教育院
　　　　地域交流施設ホール
　　　　(楠町16-5)
内　容　歌・ミュージカルなど
申し込み　12月12日(金)までに

障害福祉課へ

母子・父子家庭児童
年末のつどい

問い合わせ　児童課　138-2045

日　時　12月20日(土)正午～午後３時
会　場　市民センター301・302室
内　容　劇、ゲームなど
対　象　母子・父子家庭の親と子
　　　　(子どもだけの参加も可)
申し込み　12月12日(金)までに
　　　　　児童課児童福祉担当へ

寄　　　付

ご�

な�い�

ん�あ�ご�

な�い�

ん�あ�

お   し   ら   せ

体育館・青少年センター競技場開放日
�12月13日(土)10時～17時(１時間単
位)　�市内の青少年、保護者(小学３
年生以下保護者同伴)　�卓球、バドミ
ントン　�上履き　
体育館・青少年
センター(131-8228)
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【浜風の家の催し】
�①いきいき遊び塾～たこづくり②
ペーパーハウスをつくろう③１日工
作教室～お正月かざり④コンピュー
タ講座～年賀状⑤クリスマス会～名
古屋の高校生とともに⑥歌とお話し
のクリスマス会　�①12月６日(土)
13時30分～15時②７日(日)13時30分
～15時30分③13日(土)13時30分～15
時④17日(水)13時30分～14時45分⑤
20日(土)14時～15時⑥21日(日)14時
～15時　	①②③④は要予約　�＆

浜風の家(135-5700)

【丹波の朝採り有機野菜市】
�12月３日・17日(水)10時～　�＆

ワークホームつつじ・藤川(122-
7044 西宮市郷免町4-1)

【おはなし作りの部屋】
�12月３日・10日・17日(水)10時～
12時　�図書館集会室※子連れ参加
歓迎　
ぷりん・岡山(131-6801)

【科学の遊び親子教室】
�12月６日(土)14時～16時30分　�

虫めがねカメラをつくる　�小学生
以上の親子20組　�親子で1,500円
�＆
集・空・間Ｔｉｏ(125-0177)

【市民ハイキング】
�12月７日(日)８時30分～　�阪急
芦屋川駅北広場→雨ケ峠→住吉川→
阪急御影駅　�250円　�弁当等　

芦屋登山会・大山(131-1923)

【芦屋フリーマーケット】
�12月７日(日)10時～16時　�ＪＲ
芦屋駅北側ペデストリアンデッキ
�服、小物、本、手作り品等　
葦
の風・久堀(10705-651-0400)

【介護予防教室
　「転ばぬ先のリハビリ教室」】
�12月10日(水)13時30分～15時30分
�あしや喜楽苑地域交流スペース　
�転倒しない体作り　
ハーブあし
や在宅介護支援センター(134-4165)

【母と子のいこいの部屋】
�12月９日・16日(火)10時～11時30
分　�図書館集会室　�おはなしに
親しむ　�０歳～未就園児と保護者

バルーン・津田(132-2610)

【フラワーアレンジメント】
�12月９日(火)・23日(火・祝)14時
30分～16時30分、19時～21時　�打
出教育文化センター　�クリスマス
とお正月用　�月2,000円　�16人

リバティ・柳原(10798-35-7589)

はし

【折り紙教室：箸袋とお年玉入れ】
�12月10日(水)10時～12時　�図書
館集会室　�成人　�折り紙、はさ
み、のり　
段谷(134-2546)
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ー
の
よ
う

な
限
ら
れ
た

【子どものための
　クリスマス・コンサート】
�12月13日(土)①16時～17時②18時
～19時30分　�神戸女学院大学講堂
�①どなたでも②小学生以上(応募
多数は抽選)　�大人500円、19歳以
下100円　	＆
往復はがきに子ど
もの学年、参加人数、希望時間、住
所、氏名、電話番号を明記し12月８
日(月)＜必着＞までに神戸女学院大
学音楽学部「子どものためのコンサ
ート係」(10798-51-8550 〒662-8505
西宮市岡田山4-1)へ

【中高生年代のための安らぎの部屋】
�12月13日(土)13時～16時30分　�

図書館集会室　�中学・高校生　


ヨッシーくらぶ・守上(123-6854)

【身障協会50周年記念総会】
�12月14日(日)10時～15時　�市民
センター301室　�総会、ゲーム、
福引き等　	＆
12月９日(火)まで
に身体障害者福祉協会事務局・長谷
(123-2454)へ

【芦屋少年少女合唱団定期演奏会】
�12月14日(日)13時30分～　�ルナ
・ホール　�1,000円、高校生以下無
料※団員募集中。詳細は下記へ　


芦屋少年少女合唱団・藤田(123-3320)

【ＮＰＯ・コミュニティビジネスに
　関する無料相談会】
�12月19日(金)13時～17時(１時間
単位)　�女性センター　�地域で
事業を始めたい・地域に貢献したい
かた等、要予約　	＆
ＮＰＯさん
ぴぃす(122-8896)

【第九 in 芦屋 Vol.Ⅱ】
�12月20日(土)16時～20時30分　�

ルナ・ホール　�1,000円、高校生
以下500円、未就学児無料。チケット
はセシリア楽器、市役所売店、グリ
ル業平で　
ＮＰＯ法人芦屋芸術村
・篠原(135-5889)

【芦屋市民年末フォークダンス大会】
�12月23日(火・祝)13時～16時　�

宮川小学校体育館　�上靴　
芦屋
フォークダンス協会・高橋(131-7771)

【冬休み10歳以下ジュニアテニス大会】
�12月30日(火)18時30分～　�芦屋
シーサイドテニスクラブ(男子)、仁
丹テニスガーデン芦屋(女子)　�＆
�小学４年生以下男女各シングルス
48人(先着順)　�2,600円(内100円を
関西サポーターズ基金に寄付)　	

＆
専用の申込用紙を芦屋市テニス
協会(122-3852/FAX22-7634)に請求
の上、12月20日(土)までに　

【福祉バザー】
　バザー用品(日用品、衣料、雑貨、
電気製品)をご提供ください。
�平成16年１月10日(土)、11日(日)共
に10時～15時　�＆
芦屋みどり福
祉作業所・大沢(131-4001 浜町2-8)

　
せ
っ
か
く
の
美
し
い
景
観
が
、
心
な
い

落
書
き
で
醜
い
姿
を
さ
ら
し
て
い
る
こ
と

に
心
を
痛
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
、
住
民
の
か
た
が
た

と
共
に
作
業
を
通
じ
て
美
し
い
街
づ
く
り

が
で
き
る
こ
と
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
浜
風
大
橋

南
に
あ
る
公
衆
ト
イ
レ
に
昨
日
ま
で
美
し

く
ペ
ン
キ
塗
り
の
さ
れ
た
壁
面
に
赤
や
黒

の
ペ
ン
キ
で
落
書
き
さ
れ
て
い
る
の
を
見

て
、
こ
れ
は
ま
だ
ま
だ
続
く
こ
と
だ
な
ぁ

と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　
二
十
数
年
を
経
過
し
た
シ
ー
サ
イ
ド
タ

ウ
ン
も
樹
木
が
成
長
し
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ

の
顔
が
見
事
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
　(

高
浜
町
　
瀧
山
　
康
二)

　
天
気
が
す
っ
き
り
し
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
百
人
程
度
の
か
た
が
参
加
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
芦
屋
を
美
し
く
し
よ
う
と

考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
た
が
、
こ
ん
な

に
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
は
、

ま
ん
ざ
ら
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
運
動
の
輪
を
広
げ
て
い
た

だ
き
、
落
書
き
消
し
だ
け
で
は
な
く
、
清

じ
ゅ
ん
し
ゅ

掃
活
動
・
ル
ー
ル
の
遵
守
・
青
少
年
育
成

の
た
め
の
運
動
な
ど
に
広
げ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
私
も
時
間
の

許
す
限
り
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　(

新
浜
町
　
大
崎
　
洋
二)

　
正
直
な
と
こ
ろ
、
落
書
き
消
し
の
計
画

を
聞
い
た
と
き
、
〝
消
極
的
な
〞
と
感
じ

た
。
落
書
き
を
さ
れ
て
、
そ
の
後
始
末
を

い
ら
だ

住
民
が
す
る
こ
と
に
苛
立
ち
も
覚
え
た
。

し
か
し
、
落
書
き
消
し
の
現
場
は
明
る

か
っ
た
。
知
っ
て
い
る
人
も
知
ら
な
い
人

も
高
校
生
も
白
髪
の
高
齢
者
も
、
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
、
て
い
ね
い
に
壁
塗
り
を
し

た
。
誰
が
落
書
き
を
し
た
か
知
ら
な
い
が
、

落
書
き
は
心
の
貧
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

そ
の
行
為
は
陰
湿
で
あ
る
。
そ
れ
に
ひ
き

か
え
、
白
昼
の
こ
の
作
業
は
底
抜
け
に
明

落
書
き
消
し
に
参
加
し
て

ス
ペ
ー
ス
で
は
、
多
少
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
詰

め
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
植
え
付
け
後
に
大

事
な
こ
と
は
水
や
り
で
す
。
球
根
は
苗
ほ

ど
水
は
い
ら
な
い
と
い
う
の
は
間
違
い
で
、

乾
燥
す
る
と
病
気
に
か
か
り
や
す
く
、
花

が
咲
か
な
い
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
他
の
花
苗
と
同
じ
よ
う
に

水
を
あ
げ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
冒
頭
に
も
書
き
ま
し
た
よ
う
に
、
冬

の
寒
さ
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
戸
外
に

置
い
て
く
だ
さ
い
。
心
配
し
な
く
て
も
、

寒
い
冬
の
間
に
球
根
た
ち
は
、
土
の
中
で

春
を
待
ち
な
が
ら
、
す
く
す
く
と
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
る
日
、
土

の
中
か
ら
、
ひ
ょ
っ
こ
り
と
新
芽
が
顔
を

出
し
ま
す
。
そ
の
後
も
日
差
し
に
当
て
な

が
ら
、
育
て
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　
き
っ
と
春
に
は

素
晴
ら
し
い
花
を

咲
か
せ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
の
課
　
1
#8
２
１
０
３

る
か
っ
た
。
住
民
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
た
。

消
し
て
消
し
て
消
し
ま
く
る
と
い
う
方
針

に
も
賛
成
し
た
。
し
か
し
、
落
書
き
の
当

人
は
、
何
と
思
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
明

は
ん
ぱ
つ

る
さ
や
パ
ワ
ー
に
も
反
撥
を
覚
え
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
　(

若
葉
町
　
福
間
　
公
子)

　
会
社
に
は
定
年
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

人
生
に
は
定
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。
定
年
後

を
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
が
大
き
な
課
題

に
な
り
ま
す
。
地
域
や
社
会
に
参
加
し
、

感
謝
さ
れ
、
人
の
た
め
社
会
の
た
め
に
役

立
ち
な
が
ら
生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。
今
回
、
芦
屋
浜
護
岸
の
落

書
き
消
し
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
、
芦
屋
市
民
と
し
て
少
し
は
貢
献
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
仕
事
を
通
し
て
人
と
人
と
の
和
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
が
心
の
充
実
感
を
満
た

し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
参
加
し
、

人
の
た
め
世
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　(

若
葉
町
　
清
水
　
春
雄)

「
芦
屋
キ
ャ
ナ
ル
パ
ー
ク
落
書
き
消
去

大
作
戦
」
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら

投
稿
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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ていねいに落書きを消す参加者ていねいに落書きを消す参加者�ていねいに落書きを消す参加者�

プランターの場合（浅植え）�

球根�
根の伸びる�
スペースを�
確保する�

地植えの場合（一般的）�

球根…植える球根のおよそ�
　　　３倍の深さに植える�

春にはこんな姿が…


